
    
令
和
六
年
四
月
九
日
開
会 

  

川
越
市
議
会
第
二
回
臨
時
会
議
案 

      





  
 

 
 

 
 

 
 

議 
 

 
 

 

案 
 

 
 

 

目 
 

 
 

 

次 

 

議

案

第

六

四

号 
 

専

決

処

分

の

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て 

議

案

第

六

五

号 
 

専

決

処

分

の

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て 

議

案

第

六

六

号 
 

川

越

市

道

路

線

の

認

定

に

つ

い

て

（

開

発

行

為

） 

 



 



議

案

第

六

四

号 

 
 

 

専

決

処

分

の

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て 

 

地

方

自

治

法

第

百

七

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

別

記

の

と

お

り

専

決

処

分

し

た

の

で

、

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

報

告

し

、

承

認

を

求

め

る

。 

  
 

令

和

六

年

四

月

九

日

提

出 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川

越

市

長 
 

川 
 

合 
 

善 
 

明 
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記 

 専 
 

決 
 

処 
 

分 
 

書 

 

一 

川

越

市

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

定

め

る

こ

と

に

つ

い

て 

 

右

は

特

に

緊

急

を

要

す

る

た

め

議

会

を

招

集

す

る

時

間

的

余

裕

が

な

い

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

る

の

で

、

地

方

自

治

法

第

百

七

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

次

の

と

お

り

専

決

処

分

す

る

。 

  
 

令

和

六

年

三

月

三

十

日 

 

川

越

市

長 
 

川 
 

合 
 

善 
 

明 

  
 

 

川

越

市

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

川

越

市

税

条

例

（

昭

和

二

十

九

年

条

例

第

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

附

則

第

七

条

の

五

の

次

に

次

の

四

条

を

加

え

る

。 

（

令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

の

特

別

税

額

控

除

） 

第

七

条

の

六 
 

令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

に

限

り

、

法

附

則

第

五

条

の

八

第

四

項

及

び

第

五

項

に

規

定

す 

る

と

こ

ろ

に

よ

り

控

除

す

べ

き

市

民

税

に

係

る

令

和

六

年

度

分

特

別

税

額

控

除

額

を

、

前

年

の

合

計

所

得

金

額
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が

千

八

百

五

万

円

以

下

で

あ

る

所

得

割

の

納

税

義

務

者

（

次

条

及

び

附

則

第

七

条

の

八

に

お

い

て

「

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

」

と

い

う

。
）

の

第

三

十

四

条

の

三

、

第

三

十

四

条

の

五

か

ら

第

三

十

四

条

の

八

ま

で

、

附

則

第

五

条

第

二

項

、

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

七

条

の

三

の

二

第

一

項

、

附

則

第

七

条

の

四

及

び

附

則

第

九

条

の

二

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

。 

２ 
 

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

三

十

四

条

の

六

第

二

項

、

第

四

十

七

条

の

五

第

一

項

及

び

附 

則

第

七

条

の

四

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

三

十

四

条

の

六

第

二

項

及

び

附

則

第

七

条

の

四

中

「

附

則

第

五

条

の

六

第

二

項

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

五

条

の

六

第

二

項

及

び

第

五

条

の

八

第

六

項

」

と

、

第

四

十

七

条

の

五

第

一

項

中

「

課

し

た

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

な

い

も

の

と

し

た

場

合

に

課

す

べ

き

」

と

、

「

の

前

々

年

中

」

と

あ

る

の

は

「

の

同

項

の

規

定

の

適

用

が

な

い

も

の

と

し

た

場

合

に

お

け

る

前

々

年

中

」

と

、

「

、

前

々

年

中

」

と

あ

る

の

は

「

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

な

い

も

の

と

し

た

場

合

に

お

け

る

前

々

年

中

」

と

す

る

。 

（

令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

の

納

税

通

知

書

に

関

す

る

特

例

） 

第

七

条

の

七 
 

令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

に

限

り

、

個

人

の

市

民

税

の

納

税

通

知

書

に

記

載

す

べ

き

各

納 

期

の

納

付

額

に

つ

い

て

は

、

第

四

十

一

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。 

一 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

（

前

条 

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

な

い

も

の

と

し

た

場

合

に

算

出

さ

れ

る

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

を

い

う

。
）
、

特

別

税

額

控

除

前

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

県

民

税

の

額

（

法

附

則

第

五

条

の

八

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

の

適

用

が

な

い

も

の

と

し

た

場

合

に

算

出

さ

れ

る

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

県

民

税

の

額
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を

い

う

。
）

及

び

普

通

徴

収

に

係

る

森

林

環

境

税

の

額

の

合

算

額

（

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

「

特

別

税

額

控

除

前

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

住

民

税

の

額

」

と

い

う

。
）

か

ら

そ

の

者

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

、

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

県

民

税

の

額

及

び

普

通

徴

収

に

係

る

森

林

環

境

税

の

額

の

合

算

額

を 

控

除

し

た

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

普

通

徴

収

の

個

人

の

住

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

」

と

い

う
。
） 

が

そ

の

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

住

民

税

の

額

を

四

で

除

し

て

得

た

金

額

（

当

該

金

額

に

千

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

、

又

は

当

該

金

額

の

全

額

が

千

円

未

満

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

端

数

金

額

又

は

そ

の

全

額

を

切

り

捨

て

た

金

額

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

分

割

金

額

」

と

い

う

。
）

に

三

を

乗

じ

て

得

た

金

額

を

そ

の

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

住

民

税

の

額

か

ら

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

第

一

期

分

金

額

」

と

い

う

。
）

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、 

当

該

納

税

通

知

書

に

記

載

す

べ

き

各

納

期

の

納

付

額

は

、

第

四

十

条

第

一

項

に

規

定

す

る

第

一

期

の

納

期

（ 

以

下

こ

の

条

及

び

次

条

第

一

項

に

お

い

て

「

第

一

期

納

期

」

と

い

う

。
）

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

か

ら

そ

の

者

の

普

通

徴

収

の

個

人

の

住

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

額

と

し

、

そ

の

他

の

そ

れ

ぞ

れ

の

納

期

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

す

る

。 

二 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

普

通

徴

収

の

個

人

の

住

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の

者

の 

第

一

期

分

金

額

以

上

で

あ

り

、

か

つ

、

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

の

合

計

額

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

当

該

納

税

通

知

書

に

記

載

す

べ

き

各

納

期

の

納

付

額

は

、

第

一

期

納

期

に

お

い

て

は

な

い

も

の

と

し

、

第

四

十

条

第

一

項

に

規

定

す

る

第

二

期

の

納

期

（

以

下

こ

の

項

及

び

次

条

第

一

項

に

お

い

て

「

第

二

期

納

期

」

と

い

う

。
）

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

の

合

計

額
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か

ら

そ

の

者

の

普

通

徴

収

の

個

人

の

住

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

額

と

し

、

第

四

十

条

第

一

項

に

規

定

す

る

第

三

期

の

納

期

（

次

号

及

び

第

四

号

に

お

い

て

「

第

三

期

納

期

」

と

い

う

。
）

及

び

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

第

四

期

の

納

期

（

次

号

及

び

第

四

号

に

お

い

て

「

第

四

期

納

期

」

と

い

う

。
）

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

す

る

。 

三 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

普

通

徴

収

の

個

人

の

住

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の

者

の 

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

の

合

計

額

以

上

で

あ

り

、

か

つ

、

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

二

を

乗

じ

て

得

た

金

額

と

の

合

計

額

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

当

該

納

税

通

知

書

に

記

載

す

べ

き

各

納

期

の

納

付

額

は

、

第

一

期

納

期

及

び

第

二

期

納

期

に

お

い

て

は

な

い

も

の

と

し

、

第

三

期

納

期

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

二

を

乗

じ

て

得

た

金

額

と

の

合

計

額

か

ら

そ

の

者

の

普

通

徴

収

の

個

人

の

住

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

額

と

し

、

第

四

期

納

期

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

す

る

。 

四 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

普

通

徴

収

の

個

人

の

住

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の

者

の 

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

二

を

乗

じ

て

得

た

金

額

と

の

合

計

額

以

上

で

あ

る

場

合

に

は

、

当

該

納

税

通

知

書

に

記

載

す

べ

き

各

納

期

の

納

付

額

は

、

第

一

期

納

期

、

第

二

期

納

期

及

び

第

三

期

納

期

に

お

い

て

は

な

い

も

の

と

し

、

第

四

期

納

期

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

、

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

県

民

税

の

額

及

び

普

通

徴

収

に

係

る

森

林

環

境

税

の

額

の

合

算

額

と

す

る

。 

２ 
 

令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

（

第

一

期

納

期

か

ら

第

四

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

普

通

徴

収

の

方 

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

る

こ

と

と

な

つ

た

も

の

を

除

く

。
）

を

同

項

の

規

定

に

よ

り

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ
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て

徴

収

す

る

場

合

に

つ

い

て

は

、

前

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。 

（

令

和

六

年

度

分

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

関

す

る

特

例

） 

第

七

条

の

八 
 

令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

に

限

り

、

第

四

十

七

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収 

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

（

第

三

項

に

お

い

て

「

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

の

個

人

の

市

民

税

」

と

い

う

。
）

の

額

及

び

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

に

つ

い

て

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。 

一 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

（

附

則 

第

七

条

の

六

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

な

い

も

の

と

し

た

場

合

に

算

出

さ

れ

る

第

四

十

七

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

前

年

中

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

（

こ

れ

と

併

せ

て

賦

課

徴

収

を

行

う

森

林

環

境

税

を

含

む

。
）

の

合

算

額

（

以

下

こ

の

号

及

び

第

五

号

に

お

い

て

「

年

金

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

」

と

い

う

。
）

を

い

う

。

以

下

こ

の

号

及

び

第

三

項

第

一

号

に

お

い

て

同

じ

。
）

か

ら

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

を

控

除

し

た

額

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

三

項

に

お

い

て

「

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

」

と

い

う

。
）

が

そ

の

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

（

特

別

税

額

控

除

前

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

か

ら

特

別

税

額

控

除

前

の

特

別

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

（

特

別

税

額

控

除

前

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

同

じ

。
）

を

控

除

し

た

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

同

じ

。
）

を

二

で

除

し

て

得

た

金

額

（

当
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該

金

額

に

千

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

、

又

は

当

該

金

額

の

全

額

が

千

円

未

満

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

端

数

金

額

又

は

そ

の

全

額

を

切

り

捨

て

た

金

額

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

第

二

期

分

金

額

」

と

い

う

。
）

を

そ

の

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

普

通

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

か

ら

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

第

一

期

分

金

額

」

と

い

う

。
）

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

第

一

期

納

期

及

び

第

二

期

納

期

に

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

普

通

徴

収

対

象

税

額

」

と

い

う

。
）

並

び

に

第

四

十

七

条

の

三

に

規

定

す

る

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

を

す

る

際

、

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

三

項

に

お

い

て

「

特

別

徴

収

対

象

税

額

」

と

い

う

。
）

は

、

第

一

期

納

期

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

か

ら

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

税

額

、

第

二

期

納

期

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

に

相

当

す

る

税

額

、

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

十

一

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

特

別

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

を

三

で

除

し

て

得

た

金

額

（

当

該

金

額

に

百

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

、

又

は

当

該

金

額

の

全

額

が

百

円

未

満

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

端

数

金

額

又

は

そ

の

全

額

を

切

り

捨

て

た

金

額

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

分

割

金

額

」

と

い

う

。
）

に

二

を

乗

じ

て

得

た

金

額

を

そ

の

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

特

別

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

か

ら

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

十

月

分

金

額

」

と

い

う

。
）

に

相

当

す

る

税

額

、

同

年

十

二

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 
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二 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の 

者

の

第

一

期

分

金

額

以

上

で

あ

り

、

か

つ

、

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

と

の

合

計

額

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

普

通

徴

収

対

象

税

額

及

び

特

別

徴

収

対

象

税

額

は

、

第

一

期

納

期

に

お

け

る

税

額

は

な

い

も

の

と

し

、

第

二

期

納

期

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

と

の

合

計

額

か

ら

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

税

額

、

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

十

一

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

に

相

当

す

る

税

額

、

同

年

十

二

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 

三 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の 

者

の

第

一

期

分

金

額

と

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

と

の

合

計

額

以

上

で

あ

り

、

か

つ

、

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

及

び

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

の

合

計

額

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

普

通

徴

収

対

象

税

額

及

び

特

別

徴

収

対

象

税

額

は

、

第

一

期

納

期

及

び

第

二

期

納

期

に

お

け

る

税

額

は

な

い

も

の

と

し

、

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

十

一

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

及

び

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

の

合

計

額

か

ら

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

税

額

、

同

年

十

二

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 

四 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の 

者

の

第

一

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

及

び

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

の

合

計

額

以

上

で

あ

り

、

か
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つ

、

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

及

び

そ

の

者

の

分

割

金

額

の

合

計

額

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

普

通

徴

収

対

象

税

額

及

び

特

別

徴

収

対

象

税

額

は

、

第

一

期

納

期

及

び

第

二

期

納

期

並

び

に

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

十

一

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

税

額

は

な

い

も

の

と

し

、

同

年

十

二

月

一

日

か

ら

翌

年

の

一

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

一

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

及

び

そ

の

者

の

分

割

金

額

の

合

計

額

か

ら

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

税

額

、

同

年

二

月

一

日

か

ら

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 

五 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の 

者

の

第

一

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

第

二

期

分

金

額

、

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

及

び

そ

の

者

の

分

割

金

額

の

合

計

額

以

上

で

あ

る

場

合

に

は

、

普

通

徴

収

対

象

税

額

及

び

特

別

徴

収

対

象

税

額

は

、

第

一

期

納

期

及

び

第

二

期

納

期

並

び

に

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

一

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

税

額

は

な

い

も

の

と

し

、

同

年

二

月

一

日

か

ら

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 

２ 
 

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

四

十

七

条

の

四

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

二

項 

中

「

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

を

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

係

る

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

の

回

数

で

除

し

て

得

た

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

附

則

第

七

条

の

八

第

一

項

各

号

に

規

定

す

る

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ
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て

徴

収

す

べ

き

額

」

と

す

る

。 
３ 

 
令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

に

限

り

、

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

の

個

人

の

市

民

税

の

額

（

第

一

項 
の

規

定

の

適

用

が

あ

る

も

の

を

除

く

。
）

に

つ

い

て

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。 

一 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の 

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

特

別

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

（

特

別

税

額

控

除

前

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

か

ら

第

四

十

七

条

の

五

第

一

項

に

規

定

す

る

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

控

除

し

た

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

同

じ

。
）

を

三

で

除

し

て

得

た

金

額

（

当

該

金

額

に

百

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

、

又

は

当

該

金

額

の

全

額

が

百

円

未

満

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

端

数

金

額

又

は

そ

の

全

額

を

切

り

捨

て

た

金

額

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

分

割

金

額

」

と

い

う

。
）

に

二

を

乗

じ

て

得

た

金

額

を

そ

の

者

の

特

別

税

額

控

除

前

の

特

別

徴

収

に

係

る

個

人

の

市

民

税

の

額

か

ら

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

十

月

分

金

額

」

と

い

う

。
）

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

特

別

徴

収

対

象

税

額

は

、

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

十

一

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

か

ら

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

税

額

、

同

年

十

二

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 

二 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の 

者

の

十

月

分

金

額

以

上

で

あ

り

、

か

つ

、

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

の

合

計

額

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

特

別

徴

収

対

象

税

額

は

、

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

十

一

月

三
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十

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

税

額

は

な

い

も

の

と

し

、

同

年

十

二

月

一

日

か

ら

翌

年

の

一

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

十

月

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

の

合

計

額

か

ら

そ

の

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

を

控

除

し

た

残

額

に

相

当

す

る

税

額

、

同

年

二

月

一

日

か

ら

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

分

割

金

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 

三 
 

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

年

金

所

得

に

係

る

個

人

の

市

民

税

に

係

る

特

別

税

額

控

除

額

が

そ

の 

者

の

十

月

分

金

額

と

そ

の

者

の

分

割

金

額

と

の

合

計

額

以

上

で

あ

る

場

合

に

は

、

特

別

徴

収

対

象

税

額

は

、

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

一

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

税

額

は

な

い

も

の

と

し

、

同

年

二

月

一

日

か

ら

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

は

そ

の

者

の

第

四

十

七

条

の

五

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

四

十

七

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

に

相

当

す

る

税

額

と

す

る

。 

４ 
 

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

四

十

七

条

の

四

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

二

項 

中

「

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

を

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

係

る

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

の

回

数

で

除

し

て

得

た

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

附

則

第

七

条

の

八

第

三

項

各

号

に

規

定

す

る

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

額

」

と

す

る

。 

５ 
 

令

和

六

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

に

つ

き

第

四

十

七

条

の

六

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

つ

い

て 

は

、

前

各

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。 

（

令

和

七

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

の

特

別

税

額

控

除

） 
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第

七

条

の

九 
 

令

和

七

年

度

分

の

個

人

の

市

民

税

に

限

り

、

法

附

則

第

五

条

の

十

二

第

三

項

及

び

第

四

項

に

規

定 

す

る

と

こ

ろ

に

よ

り

控

除

す

べ

き

市

民

税

に

係

る

令

和

七

年

度

分

特

別

税

額

控

除

額

を

、

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

特

別

税

額

控

除

対

象

納

税

義

務

者

の

第

三

十

四

条

の

三

、

第

三

十

四

条

の

五

か

ら

第

三

十

四

条

の

八

ま

で

、

附

則

第

五

条

第

二

項

、

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

七

条

の

三

の

二

第

一

項

、

附

則

第

七

条

の

四

及

び

附

則

第

九

条

の

二

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

。 

附

則

第

八

条

第

三

項

中

「

第

三

十

四

条

の

八

第

一

項

」

の

下

に

「

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び

前

条

」

を

加

え

、

「

同

項

」

を

「

第

三

十

四

条

の

八

第

一

項

」

に

、

「

あ

る

の

は

、
」

を

「

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

中

「

附

則

第

七

条

の

四

及

び

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

七

条

の

四

、

附

則

第

八

条

第

二

項

及

び

」

と

、

前

条

中

「

附

則

第

七

条

の

四

及

び

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

七

条

の

四

、

次

条

第

二

項

及

び

」

と

す

る

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

十

条

の

二

第

九

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

二

号

イ

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

三

号

イ

」

に

改

め

、

同

条

第

十

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

二

号

ロ

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

三

号

ロ

」

に

改

め

、

同

条

第

十

一

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

二

号

ハ

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

三

号

ハ

」

に

改

め

、

同

条

第

十

二

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

三

号

イ

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

四

号

イ

」

に

改

め

、

同

条

第

十

三

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

三

号

ロ

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

四

号

ロ

」

に

改

め

、

同

条

第

十

四

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

三

号

ハ

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

二

十

五

項

第

四

号

ハ

」

に

改

め

、

同

条

第

十

六

項

及

び

第

十

七

項

を

削

り

、

同

条

第

十

八

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

三

項

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

二

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

六

項

と
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し

、

同

条

第

十

九

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

三

項

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

二

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

七

項

と

し

、

同

条

第

二

十

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

八

項

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

七

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

八

項

と

し

、

同

条

第

二

十

一

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

八

項

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

三

十

七

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

九

項

と

し

、

同

条

第

二

十

二

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

四

十

二

項

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

四

十

一

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

二

十

項

と

し

、

同

条

第

二

十

三

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

四

十

三

項

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

四

十

二

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

二

十

一

項

と

し

、

同

条

第

二

十

四

項

中

「

附

則

第

十

五

条

第

四

十

三

項

」

を

「

附

則

第

十

五

条

第

四

十

二

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

二

十

二

項

と

し

、

同

条

第

二

十

五

項

を

同

条

第

二

十

三

項

と

し

、

同

条

第

二

十

六

項

を

同

条

第

二

十

四

項

と

す

る

。 

附

則

第

十

条

の

三

第

十

三

項

中

「

附

則

第

七

条

第

十

七

項

」

を

「

附

則

第

七

条

第

十

八

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

四

項

と

し

、

同

条

第

十

二

項

中

「

附

則

第

七

条

第

十

六

項

各

号

」

を

「

附

則

第

七

条

第

十

七

項

各

号

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

三

項

と

し

、

同

条

第

十

一

項

中

「

附

則

第

七

条

第

十

一

項

各

号

」

を

「

附

則

第

七

条

第

十

二

項

各

号

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

二

項

と

し

、

同

条

第

十

項

中

「

附

則

第

七

条

第

十

項

各

号

に

規

定

す

る

」

を

「

附

則

第

七

条

第

十

一

項

各

号

に

掲

げ

る

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

一

項

と

し

、

同

条

第

九

項

中

「

第

十

一

項

」

を

「

第

十

二

項

」

に

、

「

附

則

第

七

条

第

九

項

各

号

」

を

「

附

則

第

七

条

第

十

項

各

号

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

項

と

し

、

同

条

第

八

項

中

「

附

則

第

七

条

第

八

項

各

号

」

を

「

附

則

第

七

条

第

九

項

各

号

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

九

項

と

し

、

同

条

中

第

七

項

を

第

八

項

と

し

、

第

三

項

か

ら

第

六

項

ま

で

を

一

項

ず

つ

繰

り

下

げ

、

第

二

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

３ 

市

長

は

、

法

附

則

第

十

五

条

の

七

第

一

項

又

は

第

二

項

の

認

定

長

期

優

良

住

宅

の

う

ち

区

分

所

有

に

係

る

住
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宅

に

つ

い

て

は

、

前

項

の

申

告

書

の

提

出

が

な

か

つ

た

場

合

に

お

い

て

も

、

長

期

優

良

住

宅

の

普

及

の

促

進

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

年

法

律

第

八

十

七

号

）

第

五

条

第

四

項

に

規

定

す

る

管

理

者

等

か

ら

、

法

附

則

第

十

五

条

の

七

第

三

項

に

規

定

す

る

期

間

内

に

施

行

規

則

附

則

第

七

条

第

四

項

に

規

定

す

る

書

類

の

提

出

が

さ

れ

、

か

つ

、

当

該

区

分

所

有

に

係

る

住

宅

が

法

附

則

第

十

五

条

の

七

第

一

項

又

は

第

二

項

に

規

定

す

る

要

件

に

該

当

す

る

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

同

条

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

を

適

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

附

則

第

十

一

条

の

見

出

し

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

第

九

号

中

「

附

則

第

十

九

条

の

三

第

五

項

」

を

「

附

則

第

十

九

条

の

三

第

四

項

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

十

一

条

の

二

の

見

出

し

中

「

令

和

四

年

度

又

は

令

和

五

年

度

」

を

「

令

和

七

年

度

又

は

令

和

八

年

度

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

令

和

四

年

度

分

又

は

令

和

五

年

度

分

」

を

「

令

和

七

年

度

分

又

は

令

和

八

年

度

分

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

令

和

四

年

度

適

用

土

地

又

は

令

和

四

年

度

類

似

適

用

土

地

」

を

「

令

和

七

年

度

適

用

土

地

又

は

令

和

七

年

度

類

似

適

用

土

地

」

に

、

「

令

和

五

年

度

分

」

を

「

令

和

八

年

度

分

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

十

二

条

の

見

出

し

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

「
（

商

業

地

等

に

係

る

令

和

四

年

度

分

の

固

定

資

産

税

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

二

・

五

）
」

及

び

「
（

令

和

三

年

度

分

の

固

定

資

産

税

に

あ

つ

て

は

、

前

年

度

分

の

固

定

資

産

税

の

課

税

標

準

額

）
」

を

削

り

、

同

条

第

二

項

及

び

第

三

項

中

「

令

和

四

年

度

分

及

び

令

和

五

年

度

分

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

及

び

第

五

項

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度
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か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

十

二

条

の

二

の

見

出

し

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

中

「

令

和

三

年

法

律

第

七

号

」

を

「

令

和

六

年

法

律

第

四

号

」

に

、

「

令

和

三

年

改

正

法

」

を

「

令

和

六

年

改

正

法

」

に

、

「

附

則

第

十

四

条

第

一

項

」

を

「

附

則

第

二

十

一

条

第

一

項

」

に

、

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

十

三

条

の

見

出

し

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

「

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。
」

及

び

「
（

令

和

三

年

度

分

の

固

定

資

産

税

に

あ

つ

て

は

、

前

年

度

分

の

固

定

資

産

税

の

課

税

標

準

額

）
」

を

削

る

。 

附

則

第

十

三

条

の

二

第

四

項

を

削

る

。 

附

則

第

十

三

条

の

三

第

一

項

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度 

ま

で

」

に

改

め

、

「
（

令

和

三

年

度

分

の

固

定

資

産

税

に

あ

つ

て

は

、

前

年

度

分

の

固

定

資

産

税

の

課

税

標

準

額
）
」 

を

削

り

、

同

条

第

二

項

中

「

令

和

四

年

度

分

及

び

令

和

五

年

度

分

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

十

四

条

中

「

又

は

第

四

項

」

を

削

る

。 

附

則

第

十

五

条

第

一

項

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

令

和

六

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

令

和

九

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

十

六

条

の

三

第

三

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 
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五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

六

条

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

六

条

の

四

第

三

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

六

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

七

条

第

三

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

八

条

第

五

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

九

条

第

二

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

九

条

第

一

項

の

規
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定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

九

条

の

七

第

二

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 
五 

 
附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

九

条

の

七

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

九

条

の

八

の

二

第

二

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

九

条

の

八

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

九

条

の

八

の

二

第

五

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

九

条

の

八

の

二

第

三

項

後

段

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

九

条

の

八

の

三

第

二

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

九

条

の

八

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

十

九

条

の

八

の

三

第

五

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 
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五 
 

附

則

第

七

条

の

六

及

び

附

則

第

七

条

の

九

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

の

六

第

一

項

及

び 

附

則

第

七

条

の

九

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

九

条

の

八

の

三

第

三

項

後

段

の

規

定

に

よ

る

市

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。 

附

則

第

二

十

条

の

見

出

し

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

「
（

商

業

地

等

に

係

る

令

和

四

年

度

分

の

都

市

計

画

税

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

二

・

五

）
」

及

び

「
（

令

和

三

年

度

分

の

都

市

計

画

税

に

あ

つ

て

は

、

前

年

度

分

の

都

市

計

画

税

の

課

税

標

準

額

）
」

を

削

り

、

同

条

第

二

項

及

び

第

三

項

中

「

令

和

四

年

度

分

及

び

令

和

五

年

度

分

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

及

び

第

五

項

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

る

。 

附

則

第

二

十

一

条

の

見

出

し

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

「

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。
」

及

び

「
（

令

和

三

年

度

分

の

都

市

計

画

税

に

あ

つ

て

は

、

前

年

度

分

の

都

市

計

画

税

の

課

税

標

準

額

）
」

を

削

る

。 

附

則

第

二

十

三

条

第

一

項

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

「
（

令

和

三

年

度

分

の

都

市

計

画

税

に

あ

つ

て

は

、

前

年

度

分

の

都

市

計

画

税

の

課

税

標

準

額

）
」

を

削

り

、

同

条

第

二

項

中

「

令

和

四

年

度

分

及

び

令

和

五

年

度

分

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

」

に

改

め

る

。 
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附

則

第

二

十

六

条

中

「

第

三

十

五

項

ま

で

、

第

三

十

八

項

、

第

三

十

九

項

、

第

四

十

三

項

若

し

く

は

第

四

十

六

項

」

を

「

第

三

十

四

項

ま

で

、

第

三

十

七

項

、

第

四

十

二

項

若

し

く

は

第

四

十

五

項

」

に

改

め

る

。 
附

則

第

二

十

七

条

の

見

出

し

中

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

中

「

令

和

三

年

改

正

法

附

則

第

十

四

条

第

一

項

」

を

「

令

和

六

年

改

正

法

附

則

第

二

十

一

条

第

一

項

」

に

、

「

令

和

三

年

度

か

ら

令

和

五

年

度

ま

で

」

を

「

令

和

六

年

度

か

ら

令

和

八

年

度

ま

で

」

に

改

め

る

。 

 
 

 

附 

則 

 

（

施

行

期

日

） 

第

一

条 

こ

の

条

例

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 

（

固

定

資

産

税

に

関

す

る

経

過

措

置

） 

第

二

条 

別

段

の

定

め

が

あ

る

も

の

を

除

き

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

川

越

市

税

条

例

（

次

条

第

一

項

に

お

い

て

「

新

条

例

」

と

い

う

。
）

の

規

定

中

固

定

資

産

税

に

関

す

る

部

分

は

、

令

和

六

年

度

以

後

の

年

度

分

の

固

定

資

産

税

に

つ

い

て

適

用

し

、

令

和

五

年

度

分

ま

で

の

固

定

資

産

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

２ 

平

成

二

十

九

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

六

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

受

け

た

地

方

税

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

令

和

六

年

法

律

第

四

号

）

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

地

方

税

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

二

十

六

号

。

次

条

第

二

項

に

お

い

て

「

旧

法

」

と

い

う

。
）

附

則

第

十

五

条

第

三

十

二

項

に

規

定

す

る

政

府

の

補

助

に

係

る

同

項

に

規

定

す

る

特

定

事

業

所

内

保

育

施

設

の

用

に

供

す

る

固

定

資

産

に

対

し

て

課

す

る

固

定

資

産

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 
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（

都

市

計

画

税

に

関

す

る

経

過

措

置

） 
第

三

条 

別

段

の

定

め

が

あ

る

も

の

を

除

き

、

新

条

例

の

規

定

中

都

市

計

画

税

に

関

す

る

部

分

は

、

令

和

六

年

度

以

後

の

年

度

分

の

都

市

計

画

税

に

つ

い

て

適

用

し

、

令

和

五

年

度

分

ま

で

の

都

市

計

画

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

２ 

平

成

二

十

九

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

六

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

受

け

た

旧

法

附

則

第

十

五

条

第

三

十

二

項

に

規

定

す

る

政

府

の

補

助

に

係

る

同

項

に

規

定

す

る

特

定

事

業

所

内

保

育

施

設

の

用

に

供

す

る

固

定

資

産

に

対

し

て

課

す

る

都

市

計

画

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 
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議
案
第
六
四
号
参
考
資
料 

川
越
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
新
旧
対
照 

 

改 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

正 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

案 

現 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

行 

 
 

附 

則 
 
 

附 

則 

（
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控
除
） 

第
七
条
の
六 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
五
条
の
八
第
四
項
及
び 

第
五
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民
税
に
係
る
令
和
六
年
度
分
特
別
税
額 

控
除
額
を
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
千
八
百
五
万
円
以
下
で
あ
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者 

（
次
条
及
び
附
則
第
七
条
の
八
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
」
と
い
う
。
） 

の
第
三
十
四
条
の
三
、
第
三
十
四
条
の
五
か
ら
第
三
十
四
条
の
八
ま
で
、
附
則
第
五
条
第
二 

項
、
附
則
第
七
条
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
三
の
二
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
四
及
び
附
則 

第
九
条
の
二
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
四
条
の
六
第
二
項
、
第
四
十
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
四
条
の
六
第
二
項

及
び
附
則
第
七
条
の
四
中
「
附
則
第
五
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
の
六

第
二
項
及
び
第
五
条
の
八
第
六
項
」
と
、
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
課
し
た
」
と
あ
る

の
は
「
附
則
第
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
課
す
べ
き
」

と
、
「
の
前
々
年
中
」
と
あ
る
の
は
「
の
同
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に

お
け
る
前
々
年
中
」
と
、
「
、
前
々
年
中
」
と
あ
る
の
は
「
、
附
則
第
七
条
の
六
第
一
項
の

規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
前
々
年
中
」
と
す
る
。 

 

 

（
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に
関
す
る
特
例
） 

第
七
条
の
七 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に

記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市 
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民
税
の
額
（
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
普
通 

徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
を
い
う
。
）
、
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る 

個
人
の
県
民
税
の
額
（
法
附
則
第
五
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い 

も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
を
い
う
。
）
及 

び
普
通
徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
別
税
額 

控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴 

収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
、
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
及
び
普
通
徴
収 

に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴 

収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控 

除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
を
四
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に 

千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、 

そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金 

額
」
と
い
う
。
）
に
三
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収 

に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お 

い
て
「
第
一
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記 

載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
期
の
納
期
（
以
下 

こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
第
一
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者 

の
第
一
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額 

を
控
除
し
た
額
と
し
、
そ
の
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と 

す
る
。 

二 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控 

除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ 

の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ 

き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
一
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
四
十
条
第
一
項 

に
規
定
す
る
第
二
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
第
二
期
納
期
」 

と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額 

か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と 
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し
、
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
三
期
の
納
期
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
第 

三
期
納
期
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
四
期
の
納
期
（
次
号
及
び
第 

四
号
に
お
い
て
「
第
四
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控 

除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か 

つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合 

計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、 

第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
三
期
納
期
に
お
い
て
は 

そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額 

か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と 

し
、
第
四
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。 

四 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控 

除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の 

合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、 

第
一
期
納
期
、
第
二
期
納
期
及
び
第
三
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
四
期
納 

期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
、
普
通
徴
収
に
係
る
個 

人
の
県
民
税
の
額
及
び
普
通
徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
と
す
る
。 

２ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
（
第
一
期
納
期
か
ら
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
同
項
の
規

定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。 

（
令
和
六
年
度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
関
す
る
特
例
） 

第
七
条
の
八 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の 

市
民
税
（
第
三
項
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人
の
市
民
税
」
と
い
う
。
） 

の
額
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金 

等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 
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一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市 

民
税
の
額
（
附
則
第
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出 

さ
れ
る
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係 

る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
） 

の
合
算
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均 

等
割
額
の
合
算
額
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て 

同
じ
。
）
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
を
控
除 

し
た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係 

る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る 

個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら 

特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金 

所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に 

お
い
て
同
じ
。
）
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
二
で
除 

し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額 

が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以 

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
二
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の 

普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ 

の
項
に
お
い
て
「
第
一
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
第
一
期
納
期 

及
び
第
二
期
納
期
に
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得 

に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴
収
対
象
税
額
」
と
い
う
。
） 

並
び
に
第
四
十
七
条
の
三
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
す
る
際
、
特 

別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税 

の
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
特
別
徴
収
対
象
税
額
」
と
い
う
。
）
は
、 

第
一
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個 

人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
第
二
期
納 

期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す 

る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除 
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前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
を
三
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
百 

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ 

の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」 

と
い
う
。
）
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係 

る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て 

「
十
月
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月 

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

二 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税 

額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額 

と
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額 

及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
第
二
期 

納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
か 

ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残 

額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日 

ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か 

ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額 

と
す
る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税 

額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で 

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十 

月
分
金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象 

税
額
は
、
第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
当
該
年
度 

の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の 

第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
の
合
計
額
か
ら 

そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額 

に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て 

は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 
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四 
 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税 

額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月 

分
金
額
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期 

分
金
額
、
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合 

に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納 

期
並
び
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に 

お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の 

間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
十
月 

分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市 

民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
二
月
一
日
か 

ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

 

五 
 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税 

額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
十
月
分 

金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額 

及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期
並
び
に
当
該
年
度
の
初
日 

の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い 

も
の
と
し
、
同
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
年
金 

所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

２ 
 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
十
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
二
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所

得
者
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、 

「
附
則
第
七
条
の
八
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
額
」 

と
す
る
。 

３ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人
の
市
民

税
の
額
（
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 
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一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税 

額
控
除
額
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特 

別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項 

に
規
定
す
る
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号 

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
三
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る 

と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の 

全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）
に
二
を 

乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の 

額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
十
月
分
金
額
」
と 

い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す 

る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
か 

ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残 

額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い 

て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

二 
 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税 

額
控
除
額
が
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と
そ 

の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該 

年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は 

な
い
も
の
と
し
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は 

そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に 

係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同 

年
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す 

る
税
額
と
す
る
。 

三 
 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税 

額
控
除
額
が
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場 

合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌 

年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
二
月
一
日
か
ら 
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三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ 

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収 

税
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

４ 
 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
十
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
二
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所 

得
者
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、 

「
附
則
第
七
条
の
八
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
額
」 

と
す
る
。 

５ 
 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
つ
き
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

（
令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控
除
） 

第
七
条
の
九 

令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
五
条
の
十
二
第
三
項
及

び
第
四
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民
税
に
係
る
令
和
七
年
度
分
特
別
税

額
控
除
額
を
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
第
三
十
四
条

の
三
、
第
三
十
四
条
の
五
か
ら
第
三
十
四
条
の
八
ま
で
、
附
則
第
五
条
第
二
項
、
附
則
第
七

条
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
三
の
二
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
四
及
び
附
則
第
九
条
の
二
の

規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

 

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
八
条 

１
及
び
２ 

略 

３ 
 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の 

六
第
一
項
及
び
前
条
の
規
定
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
中
「
前
三
条
」 

と
あ
る
の
は 

「
前
三
条
並
び
に
附
則
第
八
条
第
二
項
」
と
、
附
則
第
七
条
の
六
第
一
項
中 

「
附
則
第
七
条
の
四
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
七
条
の
四
、
附
則
第
八
条
第
二
項
及
び
」 

と
、
前
条
中
「
附
則
第
七
条
の
四
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
七
条
の
四
、
次
条
第
二
項 

及
び
」
と
す
る
。 

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
八
条 

１
及
び
２ 

略 

３ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

の
規
定
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
同
項 

 
 
 

 
 
 

 

中
「
前
三
条
」 

と
あ
る
の
は
、
「
前
三
条
並
び
に
附
則
第
八
条
第
二
項
」
と
す
る 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

。 

 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
） 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
） 
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第
十
条
の
二 

１
～
８ 

略 
９ 
法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

10 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

11 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る 

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

12 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る 

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

13 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る 

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

14 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る 

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

15 

略 

16 

固
定
資
産
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め 

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

17 

都
市
計
画
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め 

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

18 

固
定
資
産
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め 

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

19 

都
市
計
画
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め 

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

20 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の 

第
十
条
の
二 

１
～
８ 

略 

９ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

10 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

11 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

12 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

13 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

14 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

15 

略 

16 

固
定
資
産
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
三
分
の
一
と
す
る
。 

17 

都
市
計
画
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
三
分
の
一
と
す
る
。 

18 

固
定
資
産
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

19 

都
市
計
画
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

20 

固
定
資
産
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

21 

都
市
計
画
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

22 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
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一
と
す
る
。 

21 
固
定
資
産
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め 

る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

22 

都
市
計
画
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め 

る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

23
及
び
24 

略 

一
と
す
る
。 

23 

固
定
資
産
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

24 

都
市
計
画
税
に
係
る
法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

25
及
び
26 

略 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す 

べ
き
申
告
） 

第
十
条
の
三 

１
及
び
２ 

略 

３ 

市
長
は
、
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
う
ち
区 

分
所
有
に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
申
告
書
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、 

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
五
条 

第
四
項
に
規
定
す
る
管
理
者
等
か
ら
、
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
期
間
内 

に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出
が
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
区
分
所 

有
に
係
る
住
宅
が
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す 

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規 

定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４
～
８ 

略 

９ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
四
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
住
宅
又
は
同
条
第
五
項
の
高
齢
者

等
居
住
改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同

条
第
四
項
に
規
定
す
る
居
住
安
全
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
七 

略 

10 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
九
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
十
項
の
熱
損
失

防
止
改
修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同

条
第
九
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す 

べ
き
申
告
） 

第
十
条
の
三 

１
及
び
２ 

略 

        

３
～
７ 

略 

８ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
四
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
住
宅
又
は
同
条
第
五
項
の
高
齢
者

等
居
住
改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同

条
第
四
項
に
規
定
す
る
居
住
安
全
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
一
～
七 

略 

９ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
九
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
十
項
の
熱
損
失

防
止
改
修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同

条
第
九
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て
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「
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
」
と
い
う
。
）
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
六 
略 

11 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
つ
い
て
、

同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
係
る
耐

震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行

規
則
附
則
第
七
条
第
十
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

一
～
六 

略 

12 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同

条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
二
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
六 

略 

13 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
区
分
所
有
に

係
る
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ

ョ
ン
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
七
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て

市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
五 

略 

14 

法
附
則
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用 

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か 

ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
八 

項
に
規
定
す
る
補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に 

関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
又
は
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定 

「
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
」
と
い
う
。
）
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
六 

略 

10 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
つ
い
て
、

同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
係
る
耐

震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行

規
則
附
則
第
七
条
第
十
項
各
号
に
規
定
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

一
～
六 

略 

11 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同

条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
一
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
六 

略 

12 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
区
分
所
有
に

係
る
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ

ョ
ン
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
六
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て

市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
五 

略 

13 

法
附
則
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か

ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
七

項
に
規
定
す
る
補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
又
は
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
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に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
に
規
定 

す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四 

略 

五 

施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
耐 

震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用 

六 

略 

に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
に
規
定 

す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
四 

略 

五 

施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
耐 

 

震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用 

六 

略 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税 

及
び
都
市
計
画
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
） 

第
十
一
条 

次
条
か
ら
附
則
第
十
四
条
ま
で
及
び
附
則
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
に
お

い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
八 

略 

九 

平
成
五
年
度
適
用
市
街
化
区
域
農
地 

法
附
則
第
十
九
条
の
三
第
四
項 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税 

及
び
都
市
計
画
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
） 

第
十
一
条 

次
条
か
ら
附
則
第
十
四
条
ま
で
及
び
附
則
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
に
お

い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
八 

略 

九 

平
成
五
年
度
適
用
市
街
化
区
域
農
地 

法
附
則
第
十
九
条
の
三
第
五
項 

（
令
和
七
年
度
又
は
令
和
八
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
） 

第
十
一
条
の
二 

市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利
用
価
値
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、
市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価

格
（
法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
前
の
価
格
を
い
う
。
）
を
当
該
年
度

分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す

る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第

六
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
七
年
度
分
又
は
令
和
八
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を

い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
令
和
七
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
七
年
度
類

似
適
用
土
地
で
あ
つ
て
、
令
和
八
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、

第
六
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す

（
令
和
四
年
度
又
は
令
和
五
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
） 

第
十
一
条
の
二 

市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利
用
価
値
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、
市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価

格
（
法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
前
の
価
格
を
い
う
。
）
を
当
該
年
度

分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す

る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第

六
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
四
年
度
分
又
は
令
和
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を

い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
令
和
四
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
四
年
度
類

似
適
用
土
地
で
あ
つ
て
、
令
和
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、

第
六
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
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る
。 

る
。 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産 

税
の
特
例
） 

第
十
二
条 
宅
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に

係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅

地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
百
分
の
五 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度 

分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条 

の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に 

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税 

標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資 

産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六

を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四

十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業

地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に

お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資

産
税
額
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産 

税
の
特
例
） 

第
十
二
条 

宅
地
等
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に

係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅

地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
百
分
の
五
（
商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ

て
は
、
百
分
の
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度

分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条

の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資

産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分 

 

 
 

 
 

の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該 

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六 

を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四 

十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業 

地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該 

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に 

お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資 

産
税
額
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分 
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各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該

宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を

乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九

条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で

あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等

に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固

定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額

と
す
る
。 

４ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下

の
も
の
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商

業
地
等
据
置
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

５ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に

係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
調
整
固
定
資
産
税

額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

 
 

 
 

の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該 

宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を 

乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九 

条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で 

あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等 

に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固 

定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額 

と
す
る
。 

４ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下

の
も
の
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商

業
地
等
据
置
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

５ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に

係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
調
整
固
定
資
産
税

額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

（
用
途
変
更
宅
地
等
及
び
類
似
用
途
変
更
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和 

（
用
途
変
更
宅
地
等
及
び
類
似
用
途
変
更
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和 
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八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
特
例
の
適
用
除
外
） 

第
十
二
条
の
二 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
。
附
則
第

二
十
七
条
に
お
い
て
「
令
和
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定 

に
基
づ
き
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、 

法
附
則
第
十
八
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
特
例
の
適
用
除
外
） 

第
十
二
条
の
二 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
。
附
則
第

二
十
七
条
に
お
い
て
「
令
和
三
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項 

の
規
定 

に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、 

法
附
則
第
十
八
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税 

の
特
例
） 

第
十
三
条 

農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度

分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五

条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら

の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

）
に
、
当
該
農
地

の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課 

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
固
定
資 

産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

表 

略 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税 

の
特
例
） 

第
十
三
条 

農
地
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度

分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五

条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら

の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該
農
地

の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度

分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
固
定
資

産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

表 

略 

（
市
街
化
区
域
農
地
に
対
し
て
課
す
る
平
成
六
年
度
以
降
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特 

例
） 

第
十
三
条
の
二 

１
～
３ 

略 

     

（
市
街
化
区
域
農
地
に
対
し
て
課
す
る
平
成
六
年
度
以
降
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特 

例
） 

第
十
三
条
の
二 

１
～
３ 

略 

４ 

令
和
二
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
川
越
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令

和
三
年
条
例
第
三
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
川
越
市
税
条
例
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

令
和
三
年
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
市
街
化
区
域
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和

三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
市
街
化
区
域
農
地
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に
係
る
令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
二
年
度

分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
令
和
三
年
改
正
前
の
条
例
附
則
第
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
を

当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額 

と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

第
十
三
条
の
三 

市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
一
の
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た
額 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
当
該
市
街
化
区
域
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ 

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適 

用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標 

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
市
街
化
区
域
農
地
調
整 

固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調
整
固
定
資 

産
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
市
街
化
区
域
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調

整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
一
の
額
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
市
街
化
区

域
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十 

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
で
あ
る
と
き
は
、 

当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係 

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資 

産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す 

第
十
三
条
の
三 

市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
一
の
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
市
街
化
区
域
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
市
街
化
区
域
農
地
調
整

固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調
整
固
定
資

産
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年

度
分 

 
 

 
 

の
市
街
化
区
域
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調

整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
一
の
額
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
市
街
化
区

域
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十 

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
で
あ
る
と
き
は
、 

当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係 

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資 

産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す 
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る
。 

る
。 

（
免
税
点
の
適
用
に
関
す
る
特
例
） 

第
十
四
条 

附
則
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
の
二
又
は
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
は
、
附
則
第
十
二
条
、
第
十
三
条
又
は
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
宅
地
等
、
農
地
又
は
市
街
化
区
域
農
地
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
に
よ
る
も
の
と
し
、
附
則
第
十

三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
（
附
則
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
附
則
第
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

 
 

に
規
定
す
る
そ
の
年
度
分
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
免
税
点
の
適
用
に
関
す
る
特
例
） 

第
十
四
条 

附
則
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
の
二
又
は
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
は
、
附
則
第
十
二
条
、
第
十
三
条
又
は
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
宅
地
等
、
農
地
又
は
市
街
化
区
域
農
地
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
に
よ
る
も
の
と
し
、
附
則
第
十

三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
（
附
則
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
附
則
第
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
項
に
規
定
す
る
そ
の
年
度
分
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
五
条 

附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附
則

第
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
、
第
三

百
四
十
九
条
の
三
の
二
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
宅
地
等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
八
条
第
一
号
及
び
第
百
二
十
一
条
の
五
中
「
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
額
」
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得
の
う
ち
平
成
十
八
年

一
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別

土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
八
条
第
二
号
中
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
法
附
則
第
十

一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価
格
を
い
う
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
、
「
令
第
五
十
四
条
の
三
十
八

第
一
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
五
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
五
条 

附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附
則

第
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
、
第
三

百
四
十
九
条
の
三
の
二
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
宅
地
等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
八
条
第
一
号
及
び
第
百
二
十
一
条
の
五
中
「
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
額
」
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得
の
う
ち
平
成
十
八
年

一
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別

土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
八
条
第
二
号
中
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
法
附
則
第
十

一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価
格
を
い
う
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
、
「
令
第
五
十
四
条
の
三
十
八

第
一
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
五
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
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価
格
（
法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る

価
格
を
い
う
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

３
～
５ 
略 

価
格
（
法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る

価
格
を
い
う
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

３
～
５ 

略 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
六
条
の
三 
１
及
び
２ 

略 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
六
条
の
三 

１
及
び
２ 

略 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
   

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
六
条
の
四 

１
及
び
２ 

略 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

４ 

略 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
六
条
の
四 

１
及
び
２ 

略 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
   

４ 

略 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
七
条 

１
及
び
２ 

略 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
七
条 

１
及
び
２ 

略 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
   

（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
八
条 

１
～
４ 

略 

（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
八
条 

１
～
４ 

略 
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５ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
五 

 
附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
   

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
   

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条
の
七 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 
 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条
の
七 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
   

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条
の
八
の
二 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 
 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
九
条
の
八
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す 

る
。 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条
の
八
の
二 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
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３
及
び
４ 

略 
５ 
第
三
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 
 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
九
条
の
八
の
二
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」 

と
す
る
。 

３
及
び
４ 

略 

５ 

第
三
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条
の
八
の
三 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 
 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
九
条
の
八
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す 

る
。 

３
及
び
４ 

略 

５ 

第
三
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 

五 
 

附
則
第
七
条
の
六
及
び
附
則
第
七
条
の
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条 

の
六
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
九
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額 

並
び
に
附
則
第
十
九
条
の
八
の
三
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」 

と
す
る
。 

６ 

略 
（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条
の
八
の
三 

１ 

略 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
    

３
及
び
４ 

略 

５ 

第
三
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

略 
    ６ 

略 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画 

税
の
特
例
） 

第
二
十
条 

宅
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画 

税
の
特
例
） 

第
二
十
条 
宅
地
等
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年
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度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に

係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年

度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
法
第
七
百
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
同
じ
。
）
に
百
分
の

五 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

を

乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て 

法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の 

三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定 

め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標 

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
都
市
計
画 

税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六

を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四

十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な

る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該

宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を

乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九

条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て

度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に

係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年

度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
法
第
七
百
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
同
じ
。
）
に
百
分
の

五
（
商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
二
・
五
）
を

乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の

三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定

め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
都
市
計
画

税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分 

 

 
 

 
 

の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該 

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六 

を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四 

十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規 

定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な 

る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か 

か
わ
ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分 

 

 
 

 
 

の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該 

宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を 

乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九 

条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の 

適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て 
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得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

４ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下

の
も
の
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十

五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

５ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に

係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か

ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都

市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額 

と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ 

ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

４ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下

の
も
の
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十

五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

５ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に

係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か

ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都

市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税 

の
特
例
） 

第
二
十
一
条 

農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年

度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は

附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税 

の
特
例
） 

第
二
十
一
条 

農
地
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年

度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は

附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
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）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に 

応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

を
当
該
農
地
に
係
る
当
該 

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額 

（
以
下
「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整 

都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

表 

略 

て
同
じ
。
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に

応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市
計

画
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額

（
以
下
「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整

都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

表 

略 

第
二
十
三
条 

市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
附
則
第
十
三
条
の
二
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定

し
た
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域

農
地
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
に
、

当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格

の
三
分
の
二
の
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
当
該
市
街
化
区
域
農 

地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
） 

又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地 

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
市
街 

化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合 

に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
市
街
化
区
域
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
） 

を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
市
街
化
区
域
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調

整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
二
の
額
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
市
街
化
区

域
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化

区
域
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を

第
二
十
三
条 

市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
附
則
第
十
三
条
の
二
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定

し
た
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域

農
地
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
に
、

当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格

の
三
分
の
二
の
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市

計
画
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
市
街
化
区
域
農 

地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
） 

又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地 

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
市
街 

化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合 

に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
市
街
化
区
域
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
） 

を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年

度
分 

 
 

 
 

の
市
街
化
区
域
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
調

整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
二
の
額
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
市
街
化
区

域
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
市
街
化

区
域
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
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当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と 

 

し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、 

当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

当
該
市
街
化
区
域
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と 

 
 

し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

（
読
替
規
定
） 

 

第
二
十
六
条 
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
、
第
九
項
、
第
十
三
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
十

九
項
、
第
二
十
項
、
第
二
十
四
項
、
第
二
十
七
項
、
第
三
十
一
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま
で
、

第
三
十
七
項
、
第
四
十
二
項
若
し
く
は
第
四
十
五
項 

 
 

 
 
 

、
第
十
五
条
の
二
第
二

項
、
第
十
五
条
の
三
又
は
第
六
十
三
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に

限
り
、
第
百
四
十
三
条
第
二
項
中
「
又
は
第
三
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
若
し
く
は
第
三

十
三
項
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
若
し
く
は
第
六
十
三
条
」
と
す
る
。 

（
読
替
規
定
） 

 

第
二
十
六
条 

法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
、
第
九
項
、
第
十
三
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
十

九
項
、
第
二
十
項
、
第
二
十
四
項
、
第
二
十
七
項
、
第
三
十
一
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
、

第
三
十
八
項
、
第
三
十
九
項
、
第
四
十
三
項
若
し
く
は
第
四
十
六
項
、
第
十
五
条
の
二
第
二

項
、
第
十
五
条
の
三
又
は
第
六
十
三
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に

限
り
、
第
百
四
十
三
条
第
二
項
中
「
又
は
第
三
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
若
し
く
は
第
三

十
三
項
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
若
し
く
は
第
六
十
三
条
」
と
す
る
。 

（
用
途
変
更
宅
地
等
及
び
類
似
用
途
変
更
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和 

八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
関
す
る
特
例
の
適
用
除
外
） 

 

第
二
十
七
条 

令
和
六
年
改
正
法
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
度

か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
二
十
五
条
の

三
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

            

（
用
途
変
更
宅
地
等
及
び
類
似
用
途
変
更
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和 

五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
関
す
る
特
例
の
適
用
除
外
） 

 

第
二
十
七
条 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項 

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度

か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
二
十
五
条
の

三
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。 
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議

案

第

六

五

号 

 
 

 

専

決

処

分

の

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て 

 

地

方

自

治

法

第

百

七

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

別

記

の

と

お

り

専

決

処

分

し

た

の

で

、

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

報

告

し

、

承

認

を

求

め

る

。 

  
 

令

和

六

年

四

月

九

日

提

出 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川

越

市

長 
 

川 
 

合 
 

善 
 

明 
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記 

 

専 
 

決 
 

処 
 

分 
 

書 

 

一 

川

越

市

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

定

め

る

こ

と

に

つ

い

て 

右

は

特

に

緊

急

を

要

す

る

た

め

議

会

を

招

集

す

る

時

間

的

余

裕

が

な

い

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

る

の

で

、

地

方

自

治

法

第

百

七

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

次

の

と

お

り

専

決

処

分

す

る

。 

 

令

和

六

年

三

月

三

十

日 

 

川

越

市

長 
 

川 
 

合 
 

善 
 

明 

 

川

越

市

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

川

越

市

国

民

健

康

保

険

税

条

例

（

昭

和

三

十

四

年

条

例

第

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

第

二

十

条

第

一

項

第

二

号

中

「

二

十

九

万

円

」

を

「

二

十

九

万

五

千

円

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

五

十

三

万

五

千

円

」

を

「

五

十

四

万

五

千

円

」

に

改

め

る

。 

附 

則 

１ 

こ

の

条

例

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 
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２ 

改

正

後

の

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

は

、

令

和

六

年

度

以

後

の

年

度

分

の

国

民

健

康

保

険

税

に

つ

い

て

適

用

し

、

令

和

五

年

度

分

ま

で

の

国

民

健

康

保

険

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 
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議
案
第
六
五
号
参
考
資
料 

川
越
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
新
旧
対
照  

改 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

正 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

案 

現 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

行 

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
） 

第
二
十
条 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
国
民
健

康
保
険
税
の
額
は
、
第
二
条
第
二
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
当
該
各
号
イ
に
掲
げ
る
額
を

減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
六
十
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
六
十
五

万
円
）
、
同
条
第
三
項
本
文
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
当
該
各
号
ロ
に
掲
げ
る

額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
二
十
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二

十
二
万
円
）
及
び
同
条
第
四
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か
ら
当
該
各
号
ハ
に
掲
げ
る
額

を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
十
七
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
十
七
万

円
）
の
合
算
額
と
す
る
。 

一 

略 

二 

法
第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
算
額 

が
、
四
十
三
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険 

者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て 

は
、
四
十
三
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て 

得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属 

者
一
人
に
つ
き
二
十
九
万
五
千
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
国
民
健
康 

保
険
税
の
納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
） 

イ
～
ハ 

略 

三 

法
第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
算
額 

が
、
四
十
三
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険 

者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て 

は
、
四
十
三
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て 

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
） 

第
二
十
条 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
国
民
健

康
保
険
税
の
額
は
、
第
二
条
第
二
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
当
該
各
号
イ
に
掲
げ
る
額
を

減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
六
十
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
六
十
五

万
円
）
、
同
条
第
三
項
本
文
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
当
該
各
号
ロ
に
掲
げ
る

額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
二
十
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二

十
二
万
円
）
及
び
同
条
第
四
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か
ら
当
該
各
号
ハ
に
掲
げ
る
額

を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
十
七
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
十
七
万

円
）
の
合
算
額
と
す
る
。 

一 

略 

二 

法
第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
算
額 

が
、
四
十
三
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険 

者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て 

は
、
四
十
三
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て 

得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属 

者
一
人
に
つ
き
二
十
九
万
円 

 

を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
国
民
健
康 

保
険
税
の
納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
） 

イ
～
ハ 

略 

三 

法
第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
算
額 

が
、
四
十
三
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険 

者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て 

は
、
四
十
三
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て 
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得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属 

者
一
人
に
つ
き
五
十
四
万
五
千
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
国
民
健
康 

保
険
税
の
納
税
義
務
者
（
前
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
） 

イ
～
ハ 
略 

 

２
及
び
３ 

略 

得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属 

者
一
人
に
つ
き
五
十
三
万
五
千
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
国
民
健
康 

保
険
税
の
納
税
義
務
者
（
前
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
） 

イ
～
ハ 

略 

２
及
び
３ 

略 
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7552  7551  
整 

理 

番 

号 

市

道

七

五

五

二

号

線 

市

道

七

五

五

一

号

線 

路

 

線

 

名 

大

字

増

形

字

中

久

保

七

六

一

番

七

地

先 

大

字

増

形

字

小

瀬

一

、

〇

一

二

番

七

地

先 

大

字

増

形

字

中

河

原

一

、

〇

八

四

番

三

地

先

 

大

字

増

形

字

外

中

河

原

一

、

二

九

三

番

一

四

〇

地

先 

終

 
 

 
 

 
 

点 

起

 
 

 
 

 
 

点 

  

重

要

な 

経

過

地 

議

案

第

六

六

号 

川

越

市

道

路

線

の

認

定

に

つ

い

て 

 

川

越

市

道

路

線

を

次

の

と

お

り

認

定

す

る

た

め

、

道

路

法

第

八

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

議

会

の

議

決

を

求

め

る

。 

  
 

令

和

六

年

四

月

九

日

提

出 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川

越

市

長 
 

川 
 

合 
 

善 
 

明 
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提 

案 

理 

由 

開

発

行

為

に

伴

い

、

こ

の

よ

う

に

措

置

す

る

必

要

が

あ

る

。 
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安比奈親水公園

N 路   線   図

路 線 名

７５５１ 218.2 12.0 ～33.2

７５５２ 169.4 12.0 ～33.6

認  定  路  線

 延長（ｍ）  幅員（ｍ）

Ｓ＝１：６，０００

入
間
川

▲

▲

▲

市道7551号線

●

● 市道7552号線

▲

75
39

狭山市

狭山市

議案第６６号参考資料

起点

終点

凡　　例

●

▲
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